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�����今月の主なページ 

 2 閉村のあいさつ 
 4 村政118年の歩み 
 7 デマンド交通運行開始 
 10 人権教育紙上講座　 
 12　四葉のスケッチ 
 14 健康センター通信 
 16 村の石造物あれこれ 
 17 議会だより 
 20 暮らしの便利帳 
 24 戸籍の窓 

�����今月の人口・世帯 
人口……4,245人　世帯……1,461戸 
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明
治
二
十
二
年
に
発
足
以
来
、
百

十
八
年
に
わ
た
っ
て
脈
々
と
続
い
て

来
ま
し
た
武
石
村
も
、
四
市
町
村
と

の
合
併
に
よ
り
、
こ
の
三
月
六
日
に

新
生
上
田
市
と
し
て
新
た
な
る
出
発

を
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
か
ら
依
田
窪
三
ヵ
町

村
の
合
併
問
題
研
究
会
の
設
立
か
ら

始
ま
り
、
十
六
年
六
月
に
上
田
市
・

丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
法
定
合

併
協
議
会
設
立
調
印
式
が
な
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
間
、

丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
住
民
投
票
等
の
経
過

を
経
て
、
最
終
結
果
を
得
た
訳
で
あ

り
ま
す
。

長
い
歴
史
の
あ
る
村
議
会
も
村
行

政
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

幾
多
の
先
輩
方
と
村
民
の
皆
様
の
た

ゆ
ま
ざ
る
努
力
の
結
果
が
、
今
日
の

自
然
と
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
武
石
村

が
着
々
と
前
進
し
続
け
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
れ
ば
数
多
く

の
施
設
等
の
建
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

老
朽
化
、
教
育
の
充
実
等
に
よ
る
小

学
校
、
中
学
校
の
改
築
、
上
水
道
の

移
り
変
わ
り
、
さ
ら
に
下
水
道
の
完

備
に
よ
り
快
適
な
暮
ら
し
、
健
康
の

源
、
う
つ
く
し
の
湯
、
雲
渓
荘
の
建

築
と
充
実
、
保
健
施
設
、
医
療
の
充

実
を
図
る
診
療
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
建
設
設
置
等
、
農
政
で
は
い
ま
だ

に
続
く
減
反
政
策
、
安
心
安
全
の
食

糧
の
生
産
を
計
る
構
造
改
善
事
業
の

取
り
組
み
等
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
生
活
圏
の
拡
大
等
に

よ
り
、
地
域
社
会
は
大
き
く
変
わ
っ

て
お
り
、
合
併
は
さ
け
て
通
れ
な
い

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
四
市
町
村
は

そ
れ
ぞ
れ
個
性
や
特
色
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
個
性
を
尊
重
し
、
特

色
を
活
か
し
な
が
ら
共
生
し
、
さ
ら

に
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い

個
性
を
持
っ
た
安
心
し
て
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
旧
市
町
村

単
位
の
枠
を
超
え
、
お
互
い
を
尊
重

し
た
真
心
の
あ
る
交
流
が
最
も
大
切

な
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

二
十
年
後
、
三
十
年
後
の
将
来
を

見
す
え
、
子
供
た
ち
、
孫
た
ち
の
た

め
に
も
、
こ
の
選
択
が
間
違
い
な
い

も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
と
共
に
、

将
来
上
田
市
の
地
域
住
民
が
「
合
併

し
て
よ
か
っ
た
」
と
必
ず
実
感
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

今
日
ま
で
、
武
石
村
の
発
展
の
た

め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
村

民
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
上

田
市
と
な
り
ま
し
て
も
市
発
展
の
た

め
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
議
会
代
表
と
し
て
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

村
議
会
議
長

木
下
憲
治

合
併
に
よ
る
地
域
の
振
興
施
策
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
合
併
に
は
な
か

っ
た
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ

れ
、
総
合
支
所
機
能
と
と
も
に
、
地

域
協
議
会
活
動
、
住
民
活
動
の
拠
点

機
能
な
ど
が
こ
れ
ま
で
の
役
場
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
う
ま

く
活
用
し
て
い
け
ば
、
私
た
ち
の
生

活
が
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
も
の
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

村
民
各
位
の
ご
健
勝
と
、
武
石
地

域
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
心
か
ら
願

い
、
閉
村
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

村
の
色
・
緑（
グ
リ
ー
ン
） 

　
い
つ
ま
で
も
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
と

調
和
し
た
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

上
で
、
緑（
グ
リ
ー
ン
）は
、
豊
か
な

自
然
を
象
徴
す
る
さ
わ
や
か
で
健
康

的
な
色
で
あ
る
。 

　
私
た
ち
の
村
は
、
美
ヶ
原
高
原
の
ふ
も
と
、
清
流
と
緑

に
恵
ま
れ
た
村
で
す
。
私
た
ち
は
、
先
人
の
築
い
た
こ
の

村
に
誇
り
と
希
望
を
も
っ
て
、
限
り
な
い
発
展
と
明
る
く

活
力
の
あ
る
豊
か
な
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
こ
こ
に
村
民

憲
章
を
定
め
ま
す
。 

一
、
美
し
い
自
然
を
愛
し
、 

　
　
　
　
　
夢
と
ロ
マ
ン
の
あ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。 

 

一
、
働
く
喜
び
を
大
切
に
し
、 

　
　
　
　
　
豊
か
で
活
力
あ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。 

 

一
、
心
と
体
を
鍛
え
、 

　
　
　
　
　
健
康
で
潤
い
の
あ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。 

 

一
、
教
養
を
高
め
、文
化
を
育
み
、 

　
　
　
　
　
創
意
あ
ふ
れ
る
村
を
つ
く
り
ま
す
。 

 

一
、
思
い
や
り
の
和
を
広
げ
、 

　
　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
う
あ
た
た
か
な
村
を
つ
く
り
ま
す
。 

 

（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
六
日
制
定
） 
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発
足
以
来
、
１
１
８
年
に
わ
た
っ

て
歴
史
を
紡
い
で
き
た
武
石
村
が
、

い
よ
い
よ
こ
の
３
月
５
日
を
も
っ
て

村
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

村
を
閉
じ
る
最
後
の
村
長
に
な
っ

た
こ
と
に
、
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
平
成
12
年
の
村
長
初
当

選
時
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
閉
村
の

幕
引
き
を
自
分
が
演
じ
る
こ
と
に
な

ろ
う
と
は
思
い
も
寄
り
ま
せ
ん
で
し

た
。武

石
村
は
自
治
体
と
し
て
の
村
が

で
き
て
以
来
、
一
度
も
合
併
す
る
こ

と
な
く
、
今
日
ま
で
発
足
以
来
の
形

を
残
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
町

村
は
全
国
で
も
数
少
な
い
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

本
村
は
、
明
治
22
年
、
現
在
の
大

字
で
あ
る
８
か
村
が
合
併
し
、
誕
生

し
ま
し
た
。

明
治
の
合
併
は
、
近
代
的
国
家
の

建
設
を
目
指
し
て
近
代
的
地
方
自
治

制
度
で
あ
る
「
市
制
町
村
制
」
が
施

行
さ
れ
、
行
政
上
の
目
的
（
教
育
、

徴
税
、
土
木
、
救
済
、
戸
籍
の
事
務

処
理
）
に
合
っ
た
規
模
の
市
町
村
を

編
成
す
る
た
め
国
の
施
策
と
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
22
年
１
月
の
武
石
郷
は
戸
数

７
６
４
戸
、
人
口
は
３，

４
０
９
人

で
あ
っ
た
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。

大
正
９
年
に
は
初
め
て
の
国
勢
調

査
が
全
国
的
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
と

き
の
武
石
村
の
世
帯
数
は
９
７
６
戸
、

人
口
４，

５
５
６
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

そ
の
後
、
大
正
か
ら
昭
和
15
年
ぐ

ら
い
ま
で
は
、
４，

５
０
０
か
ら
５，

０
０
０
の
人
口
で
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
太
平
洋
戦
争
の
末
期
か
ら
戦
後

し
ば
ら
く
は
疎
開
さ
れ
た
人
も
い
て
、

５，

０
０
０
か
ら
６，

０
０
０
の
人

口
と
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
昭
和
28

年
か
ら
は
、
新
制
中
学
校
の
設
置
管

理
、
市
町
村
消
防
や
自
治
体
警
察
の

創
設
の
事
務
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛

生
関
係
等
の
新
し
い
市
町
村
事
務
に

対
応
で
き
る
行
政
規
模
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、「
昭
和
の
大
合
併
」
が
全

国
的
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

と
き
は
武
石
村
は
ど
こ
の
市
町
村
と

も
合
併
し
な
い
選
択
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
豊
か
な
山
林
資
源
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
面
で
の
対
応

が
で
き
る
と
判
断
を
さ
れ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
徐
々
に
人
口
が
減
少
し
、

昭
和
40
年
代
に
は
５
年
間
の
人
口
減

少
が
10
％
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
昭

和
45
年
に
国
か
ら
過
疎
地
域
の
指
定

を
受
け
、「
過
疎
の
歯
止
め
」
が
村
行

政
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

有
利
な
起
債
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
多
く
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
昭
和
50
年
の
国
勢
調
査
時
の

４，

０
９
９
人
が
こ
れ
ま
で
の
最
低

の
人
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
過
疎
対
策
も
一
定
の
効

果
が
あ
り
、
住
み
や
す
い
村
づ
く
り

に
努
め
た
結
果
、
そ
の
後
は
村
の
人

口
は
４，

１
０
０
人
か
ら
４，

２
０

０
人
ほ
ど
で
安
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
平
成
12
年
に
は
、
過
疎
地

域
の
指
定
か
ら
は
ず
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
は
「
平
成
の

大
合
併
」
の
嵐
が
全
国
的
に
吹
き
荒

れ
ま
し
た
。

今
回
の
合
併
は
、
地
方
分
権
の
よ

り
一
層
の
推
進
や
少
子
・
高
齢
化
の

進
展
、
国
・
地
方
の
財
政
状
況
の
著

し
い
悪
化
な
ど
、
国
県
や
市
町
村
行

政
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
基
礎
的
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
向
上
さ
せ
、

ま
た
、
行
政
と
し
て
の
規
模
の
拡
大

や
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
行
な
わ

れ
た
も
の
で
す
。

武
石
村
も
少
子
・
高
齢
化
が
進

み
、
今
後
の
人
口
は
急
激
に
減
少
す

る
見
込
み
と
い
う
状
況
や
、
こ
れ
ま

で
の
積
極
的
な
公
共
事
業
の
推
進
な

ど
に
よ
り
、
村
民
一
人
当
た
り
百
数

十
万
円
の
多
額
な
借
金
残
額
が
あ
る

こ
と
な
ど
の
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
今
後
の
行
政
の
あ
り
方

を
検
討
い
た
し
ま
し
た
。
合
併
せ
ず

に
や
っ
て
い
け
る
の
か
、
合
併
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
す
る
と
ど
の
よ

う
な
合
併
が
い
い
の
か
等
な
ど
、
３

年
間
に
も
お
よ
ぶ
研
究
と
議
論
を
重

ね
、
昨
年
の
２
月
の
住
民
投
票
、
３

月
の
議
会
を
経
て
、
つ
い
に
こ
の
３

月
６
日
、
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田

町
と
合
併
し
、
新
生
「
上
田
市
」
と

し
て
発
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
合
併
に
は
良

い
こ
と
も
あ
れ
ば
悪
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
合
併
を
一
度
も
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
武
石
村
に
と
っ
て
、
ま
た
、

村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
期
待
と
と

と
も
に
不
安
も
大
き
い
こ
と
か
と
存

じ
ま
す
。

し
か
し
、「
武
石
」
と
い
う
地
域

は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
村
民
誰
も
が
愛
し
て
止
ま

な
い
美
し
い
水
、
空
気
、
山
な
ど
の

自
然
、
郷
土
「
武
石
」
は
変
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
合
併
の
中
に
よ
り
快
適

で
福
祉
の
充
実
し
た
地
域
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
期
待
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

合
併
の
利
点
や
価
値
を
最
大
限
享

受
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
行
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

新
生
「
上
田
市
」
と
な
り
ま
し
て

も
こ
の
地
域
が
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち

が
、
創
意
工
夫
し
、
努
力
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
地
域
の
発
展
は
、
ま

さ
に
私
た
ち
の
努
力
の
如
何
に
か
か

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

武
石
村
長

下
村
　
聖
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◇
昭
和
29
年

・
美
ヶ
原
高
原
に
「
美
し
の
塔
」
が
建

立
さ
れ
る

◇
昭
和
31
年

・
依
田
窪
南
部
中
学
校
開
校
（
武
石
中

学
校
廃
校
）

◇
昭
和
32
年

・
武
石
村
全
域
で
上
水
道
完
成

・
武
石
村
中
央
保
育
園
開
園

◇
昭
和
33
年

・
大
堰
温
水
施
設
完
成

・
台
風
21
〜
22
号
が
来
襲
し
、
中
島
の

つ
り
橋
や
橋
り
ょ
う
８
ヵ
所
を
流
出

す
る
大
被
害
を
受
け
る
（
被
害
額
１

億
６
０
０
万
円
）

◇
昭
和
34
年

・
武
石
小
学
校
余
里
分
校
廃
止

・
武
石
峠
が
開
通

・
武
石
ト
マ
ト
の
共
同
選
果
が
開
始
さ

れ
る

◇
昭
和
36
年

・
武
石
村
商
工
会
発
足

・
現
役
場
庁
舎
完
成

◇
昭
和
37
年

・
武
石
小
学
校
権
現
分
校
廃
止

・
武
石
村
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
開
設

◇
昭
和
43
年

・
武
石
小
学
校
築
地
原
分
校
廃
止

◇
昭
和
47
年

・
上
小
広
域
消
防
武
石
分
署
設
置

◇
昭
和
48
年

・
武
石
村
中
央
公
民
館
完
成

◇
昭
和
51
年

・
武
石
小
学
校
全
面
改
築

◇
昭
和
52
年

・
社
団
法
人
武
石
村
開
発
公
社
発
足

◇
昭
和
53
年

・
村
民
体
育
館
開
館

◇
昭
和
55
年

・
美
ヶ
原
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
が
全
線
開

通
・
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

◇
昭
和
56
年

・
組
合
立
国
保
依
田
窪
病
院
発
足（
武

石
村
・
長
門
町
・
和
田
村
）

◇
昭
和
57
年

・
依
田
窪
広
域
プ
ー
ル
完
成

◇
昭
和
62
年

・
長
野
の
自
然
１
０
０
選
に
美
ヶ
原
高

原
が
認
定

◇
昭
和
63
年

・
村
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
・
村
民
憲
章
・
村
花
・
村

木
・
村
鳥
を
決
定

◇
平
成
元
年

・
村
制
施
行
１
０
０
周
年

・
と
も
し
び
博
物
館
開
館

・
美
ヶ
原
飛
龍
太
鼓
発
足

◇
平
成
2
年

・
武
石
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ピ

コ
」
オ
ー
プ
ン

・
第
１
回
と
も
し
び
の
里
駅
伝
大
会
開

催

◇
平
成
3
年

・
中
央
保
育
園
改
築

・
高
齢
者
多
目
的
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や

す
ら
ぎ
」
完
成

◇
平
成
5
年

・
オ
フ
ト
ー
ク
武
石
開
始

・
武
石
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
着
工

◇
平
成
6
年

・
依
田
窪
南
部
消
防
署
完
成

◇
平
成
8
年

・
依
田
窪
南
部
中
学
校
を
改
築

◇
平
成
9
年

・
依
田
窪
特
別
養
護
老
人
施
設
「
と
も

し
び
」
開
所

・
武
石
地
区
で
下
水
道
が
供
用
開
始

◇
平
成
10
年

・
権
現
保
育
園
廃
止

◇
平
成
11
年

・
44
年
ぶ
り
に
村
長
が
交
代
す
る

（
下
村
　
聖
氏
当
選
）

・
武
石
温
泉
「
う
つ
く
し
の
湯
」
設
置

◇
平
成
12
年

・
介
護
保
険
制
度
開
始

◇
平
成
14
年

・
武
石
小
学
校
大
規
模
改
修

◇
平
成
17
年

・
武
石
村
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ

あ
い
」
改
築

◇
平
成
18
年

・
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石

村
が
合
併
し
て
、
上
田
市
に
な
る

◆平成12年11月1日発行 
◆主な内容 
表紙：第23回村民体育祭 
定例村議会／過疎地域自立促進計画を策
定／長野県知事選挙／武石クリーン大作
戦／ぶせき歌壇／公民館図書室だより／
健康センター通信／こんにちは社協です
／福祉企業センターだより／戸籍の窓 

◆平成4年6月25日発行 
◆主な内容 
表紙：武石小学校あいさつ 
臨時村議会／田舎を楽しむ!!／たけしむ
らあの人この人／紙上同和講座／ともし
び博物館だより／こころの足跡／私の声
／岩ノ口遺跡／今月の料理／ゴミの分別
収集にご協力を！／戸籍の窓 

◆昭和58年11月25日発行 
◆主な内容 
表紙：ふるさとの味開発研究会 
親しみやすい紙面づくりを／秋の祭盛大
に／夜間照明施設完成／炭焼窯築かれる
／青トマトの漬物など出荷も順調／紙上
同和講座／明るく豊かな人権関係を／健
康センターだより 
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◇
明
治
22
年

・
市
町
村
制
施
行
に
よ
り
８
ヵ
村
（
沖

村
・
鳥
屋
村
・
下
武
石
村
・
上
武
石

村
・
下
本
入
村
・
上
本
入
村
・
小
沢

根
村
・
余
里
村
）
が
合
併
し
て
武
石

村
に
な
る
（
当
時
の
人
口
は
３
４
０

９
人
、
戸
数
７
６
４
戸
）

◇
明
治
27
年

・
武
石
村
の
各
部
落
に
消
防
団
が
結
成

◇
明
治
40
年

・
武
石
村
郵
便
局
（
無
集
配
局
）
が
開

設
◇
大
正
15
年

・
上
本
入
巣
栗
に
武
石
電
力
興
業
株
式

会
社
が
設
立

◇
昭
和
4
年

・
美
ヶ
原
高
原
に
笹
小
屋
（
山
本
小
屋

の
前
身
）
が
建
設
さ
れ
る

◇
昭
和
15
年

・
武
石
村
国
民
健
康
保
険
組
合
設
立

◇
昭
和
16
年

・
武
石
村
森
林
組
合
の
設
立

◇
昭
和
18
年

・
乗
合
自
動
車
会
社
が
千
曲
自
動
車
株

式
会
社
に
統
合
、
千
曲
バ
ス
と
し
て

運
行

・
現
在
の
Ｊ
Ａ
店
舗
の
場
所
に
役
場
と

農
業
会
の
合
同
庁
舎
が
完
成

◇
昭
和
19
年

・
武
石
村
農
業
会
発
足

・
農
地
改
革
（
94
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
解
放

さ
れ
る
）

・
議
会
制
度
が
改
正
さ
れ
、
議
長
制
度

と
な
る
（
初
代
議
会
議
長
は
芹
沢
央

雄
氏
）

◇
昭
和
22
年

・
武
石
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
発
足

◇
昭
和
23
年

・
武
石
村
授
産
所
新
設

・
武
石
村
農
業
協
同
組
合
発
足

◇
昭
和
24
年

・
丸
子
実
業
高
等
学
校
武
石
分
校
開
校

（
昭
和
35
年
廃
校
）

・
武
石
村
社
会
福
祉
協
議
会
発
足

◇
昭
和
25
年

・
武
石
村
遺
族
会
発
足

◇
昭
和
27
年

・
武
石
村
診
療
所
開
設

・
武
石
小
学
校
権
現
分
校
新
校
舎
完
成

・
武
石
村
教
育
委
員
会
発
足

・
武
石
村
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

発
足

◆昭和49年1月25日発行 
◆主な内容 
表紙：武石村消防団出初式 
新年のあいさつ／定例村議会／武石魂を
堂々と発揮／全村の土壌を調査／紙上同
和講座／待望!!公民館完成／武石小学校
百周年式典行なわれる／戸籍の窓／新春
詩歌展入選作 

◆昭和43年5月20日発行 
◆主な内容 
県道をよくする工事／明治百年記念植樹
／農薬には害があります／そ菜販売2億
円をめざして／副食物共同購入のおすす
め／気軽るにかよえる宮野武石工場／剣
道見事に初優勝／こどもの皮膚病／消防
団郷土を守る意気高し／戸籍の窓 

◆昭和38年1月1日発行 
◆主な内容 
年頭の辞／総合祝賀会実施／常備消防発
足／山林振興隊発足／母子健康センター
完成／交通安全推進協議会発足／戸籍の
窓／PTA旅行記／社会教育の推進をはか
ろう／むし歯は予防出来る／短歌の会開
講／母の願い／こどもから苦言 

「武石広報」第100号 「武石広報」第50号 「武石広報」第1号 

明
治
22
年
、
武
石
郷
の
８
ヵ
村
が
合
併
し
て
「
武
石
村
」
と
な

り
ま
し
た
。
以
来
、
１
１
８
年
の
間
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
山
里

で
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
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二
月
六
日
、
武
石
村
商
工
会
前
で

長
野
県
で
三
番
目
に
運
行
が
開
始
さ

れ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
「
武
石
ス
マ
イ

ル
号
」
の
出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。デ

マ
ン
ド
交
通
と
は
地
元
の
タ
ク

シ
ー
会
社
の
車
を
乗
合
で
使
用
し
、

安
価
な
運
営
費
と
利
用
料
で
経
営
で

き
る
公
共
交
通
で
す
。
戸
口
か
ら
目

的
地
ま
で
を
一
定
の
料
金
で
送
迎
し

て
く
れ
ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、「
バ
ス
停

ま
で
行
か
ず
に
自
宅
で
待
っ
て
い
る

の
は
あ
り
が
た
い
。
大
変
便
利
な
の

で
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
利
用
し
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。
予
約
受
付

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
病
院
か
ら
の
予
約

は
公
衆
電
話
を
使
わ
ず
に
受
付
で
利

用
者
カ
ー
ド
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

公
衆
電
話
か
ら
だ
と
電
話
が
切
れ
て

確
認
に
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
利
用
者
さ
ん
は
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
利

用
者
が
増
え
る
こ
と
で
改
善
さ
れ
、

段
々
便
利
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
登
録
者
は
約
四
百
五
十
人

だ
そ
う
で
す
。
ご
利
用
に
は
登
録
が

必
要
で
す
が
、
随
時
予
約
受
付
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
便
利
な
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◇
大
豆
で
豆
腐
を
作
ろ
う

二
月
一
日
は
二
年
敬
組
、
三
日
は

二
年
和
組
が
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
と

保
護
者
の
方
の
お
手
伝
い
で
豆
腐
作

り
を
し
ま
し
た
。

自
分
達
が
育
て
て
収
穫
し
た
大
豆

か
ら
豆
腐
を
作
る
こ
と
で
、
作
物
を

育
て
る
満
足
感
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

日
頃
食
べ
て
い
る
豆
腐
を
身
近
に
感

じ
る
よ
う
に
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

豆
腐
を
食
べ
た
児
童
は
「
自
分
達

で
作
っ
た
豆
腐
は
お
い
し
か
っ
た
。

お
か
ら
も
お
い
し
い
。」
と
作
っ
た
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

◇
み
そ
作
り
学
習

二
月
七
日
、
小
学
三
年
生
が
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
み
そ
班
の
加
工
所
で

み
そ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

み
そ
作
り
は
、
麹
こ
う
じ
と
塩
を
混
ぜ
る

作
業
と
煮
た
豆
を
つ
ぶ
す
作
業
、
そ

し
て
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
み
そ
玉

に
し
て
、
樽
に
詰
め
る
ま
で
の
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

「
粘
土
み
た
い
〜
」
な
ど
と
言
い

な
が
ら
楽
し
そ
う
に
混
ぜ
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
今
回
、
仕
込
ん
だ
み
そ

は
梅
雨
時
期
か
ら
発
酵
し
、
冬
が
来

る
前
ぐ
ら
い
に
は
食
べ
る
こ
と
が
出

来
る
そ
う
で
す
。

二
月
四
日
、
と
も
し
び
博
物
館
で

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
美
ヶ
原

飛
龍
太
鼓
の
演
奏
や
氷
柱
結
婚
式
、

三
線
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
長
和
町
の
木
内
登
さ
ん

と
め
ぐ
み
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル
が
幻
想

的
な
氷
柱
結
婚
式
で
誓
い
を
述
べ
ま

し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
「
お
め

で
と
う
」
と
大
き
な
拍
手
の
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
豚
汁
が
無
料
で

ふ
る
ま
わ
れ
、
寒
空
に
あ
た
た
か
い

ご
馳
走
で
し
た
。

　ぼくは、武石村が大好きです。なぜかとい
うと、自然が豊かだからです。水も空気もき
れいです。武石川には魚もたくさん住んでい
るし、夏には水遊びもできます。学校の校舎
もすごく気持ちいいです。木がたくさん使わ
れていて、自然に囲まれているようです。 
　ですから、「新上田市」になっても「武石」
という地名がいつまでもいつまでも、残れば
いいな、と思っています。 

～自然が豊かな 
　　　　たけしが好き～ 

滝澤 将弥さん 
武石小学校5年生 
新前期児童会長 

　武石村とのかかわりの中で、私にとって一
番心に残っているのは太鼓です。私は美ヶ原
飛龍太鼓保存会に所属し、６年間自分とは違
う世代の方々と一緒に活動できたことが私に
とって大変貴重な体験です。 
　この太鼓の活動のように、「新上田市」に
なっても学校生活だけではかかわれない、た
くさんの人たちと知り合えるような活動を多
くしてほしいと願っています。 

～たくさんの人たちが 
　　　  知り合える活動を～ 

長尾 美佑さん 
依田窪南部中学校3年生 
美ヶ原飛龍太鼓保存会会員 

　武石村への想いは数多くありますが、その
中でも、消防団との出会いは運命的でした。
その泥まみれ、汗まみれ、酒まみれの中で築
いてきた仲間との絆、これは都会で暮らして
いたら味わえたかどうかわかりません。 
　武石の人々は自分の地域は自分で守るとい
う気持ちでこの地に暮らしてきたと思います。
そういう想いが新市になっても薄れないこと
を祈りつつ、武石が新市になっても一目置か
れる地域となっていくことを願います。 

～自分の地域は 
　　　　自分で守る～ 

下城 億司さん 
運送業 
商工会青年部 

　私が武石村に嫁いで、早や30年が過ぎよう
としています。自然に恵まれた武石村、人情味
のある武石村、こんな武石村が私は大好きで
す。 
　大好きな武石村で生き生きと暮らしていく
ためにはどうしたらいいのかと夢咲かす会の
活動もしています。 
　これから新しく上田市と生まれ変わっても、
やまあいだからこそある人情と伝統と地域を大
切にしながら新上田市のみなさまと共に楽しく、

～人情と伝統と 
　　　　地域を大切に～ 

内田さつきさん 
自営業 
夢咲かす会会長 

広報武石 平成１８年３月号　No.464（6）
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一
月
十
八
日
、
武
石
小
学
校
が
長

野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞
・

森
林
環
境
推
進
の
部
を
受
賞
し
ま
し

た
。村

民
の
協
力
を
得
な
が
ら
学
有
林

や
県
有
林
、
近
く
の
里
山
を
活
用
し

て
い
る
森
林
学
習
や
み
ど
り
の
少
年

団
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
緑
化

活
動
に
貢
献
し
て
い
る
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

武
石
小
学
校
は
四
季
を
通
し
て
森

林
散
策
や
キ
ノ
コ
栽
培
、
炭
焼
き
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
し

た
キ
ノ
コ
類
や
穀
物
は
学
校
給
食
に

利
用
し
て
地
産
地
消
も
実
施
し
て
ま

す
。

二
月
九
日
、
上
田
市
富
士
山
に
あ

る
上
小
林
業
セ
ン
タ
ー
で
「
第
十
回

木
と
緑
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
上
小
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

上
小
林
業
関
係
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

で
武
石
小
学
校
児
童
三
名
が
受
賞
し

ま
し
た
。

【
野
鳥
愛
護
ポ
ス
タ
ー
図
案
の
部
】

優
秀
賞

滝
沢
卓
真
君

佳
　
作

篠
原
佑
太
君

佳
　
作

清
住
翔
太
君

ま
た
、
林
業
功
労
者
表
彰
で
は
薮

合
の
樋
沢
滝
雄
さ
ん
、
小
沢
根
の
滝

沢
哲
男
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

一
月
三
十
日
、
長
門
町
民
セ
ン
タ

ー
集
会
ホ
ー
ル
で
越
知
名
誉
院
長
の

叙
勲
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
越
知
先
生
の
永
年
に
わ
た

る
地
域
医
療
の
発
展
、
保
健
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
た
、

顕
著
な
ご
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
の
度
の
瑞
宝
双
光
章
受
賞
と

い
う
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

越
知
名
誉
院
長
に
は
、
昭
和
四
十

七
年
に
長
門
町
病
院
（
現
依
田
窪
病

院
）
の
内
科
医
師
と
し
て
着
任
以
来

約
三
十
年
間
、
地
域
住
民
の
健
康
管

理
と
保
健
予
防
活
動
に
大
き
な
お
力

添
え
を
頂
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新市の市章が決定しました 
～自然と活気あふれる未来への発展を表現～ 

全国から寄せられた1,443点の市章デザイン応募作品を、新
生「上田市」市章選定委員会で慎重に選定を行いました。最
優秀作品の2点を組み合わせて新市の市章が決定しました。 
  
【デザインコンセプト】  
背景の四つ葉のクローバーは、旧四市町村の調和
した統合を、桜の花は元気で前向きに歩む上田市
民の姿を、中央の花心はアレンジされた真田六文
銭をイメージし、全体で新生上田市の自然と活気
あふれる未来への発展を表現している。 

清住翔太君　　　滝沢卓真君　　　篠原佑太君
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沖
の
鮫
島
陽

さ
め
じ
ま
み
な
み
さ
ん
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野

杯
「
長
野
県
小
学
生
ア
ル
ペ
ン
選
手

権
大
会
」
大
回
転
女
子
Ａ
組
（
１
〜

４
年
生
）
で
見
事
、
準
優
勝
を
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
準
優
勝
し
た
陽
さ
ん

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

◇
ス
キ
ー
を
始
め
た
の
は
い
つ
頃

か
ら
で
す
か
？

「
二
歳
半
ぐ
ら
い
か
ら
、
始
め
ま

し
た
。
本
格
的
に
競
技
ス
キ
ー
を

始
め
た
の
は
五
歳
か
ら
で
す
。」

◇
大
会
は
ど
う
で
し
た
か
？

「
昨
年
も
出
場
し
て
い
る
の
で
コ

ー
ス
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
レ
ー
ス
は
緊
張
し
ま
し
た
。」

◇
最
後
に
一
言

「
合
宿
中
は
学
校
に
行
け
な
い
の

で
、
給
食
当
番
と
か
代
わ
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
や
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い

る
か
ら
、
今
回
の
入
賞
が
で
き
ま

し
た
。
み
ん
な
に
感
謝
し
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ス
キ

ー
を
続
け
て
い
き
ま
す
。」

競
技
ス
キ
ー
を
始
め
て
か
ら
一
人

で
合
宿
す
る
こ
と
も
あ
る
と
陽
さ
ん
。

長
野
県
の
一
番
大
き
な
大
会
で
良
い

結
果
が
残
せ
た
事
を
、
と
て
も
う
れ

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

二
月
十
一
日
、
武
石
村
公
民
館
で

「
た
け
し
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
、
自
分
に
あ
っ
た
環
境
で

楽
し
め
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
を
実

現
さ
せ
よ
う
と
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
会
員
の

自
主
運
営
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
参
加
す
る
会
員
の
会
費
で
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

主
な
種
目
は
「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
太
極
拳
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

二
月
十
二
日
、
中
央
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
「
第
十
三
回
と
も
し
び
の

里
芸
能
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
芸

能
祭
も
今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
太
鼓
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
、

詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
、
大
正
琴
、
歌
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し

た
。今

年
で
二
年
目
と
な
る
武
石
小
学
校
四

年
生
の
「
祈
念
祭
ね
り
こ
み
太
鼓
」
も
行

わ
れ
、
昨
年
よ
り
迫
力
の
あ
る
太
鼓
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

◇
練
習
は
大
変
で

す
か
？

「
今
は
全
国
か
ら

集
ま
る
チ
ー
ム
に

所
属
し
て
練
習
し

て
い
ま
す
。
今
大

会
前
は
二
ヵ
月
間

合
宿
し
、
練
習
し

ま
し
た
。」
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　介護保険制度は約5年が経過し、老後の生活を支える制度の一つとして定着して
きたところです。 
　一方では、75歳以上の後期高齢者の増加とともに、介護費用も増大しており、
保険料の上昇が見込まれます。 
　今回の制度改正は、上昇を続ける保険料を抑制することと、高齢者が住み慣れた
地域でいつまでも自立した生活を続けることの支援を目的として見直しされます。 

�所得段階区分を細分化し、低所得者の負担軽減が図
られます。 
　現行の保険料段階第２段階を新第２段階と新第３段
階に分割し保険料負担の軽減が図られます。 
�特別徴収（年金からの天引）の対象となる年金が遺
族及び障害年金まで拡大します。（１０月以降） 
�平成１８年度から３年間の保険料が見直されます。 

介護保険制度が4月から見直しされます 

第1号被保険者（65歳以上）の保険料見直し 

　軽度者を対象とした予防給付の
創設により要介護認定区分の見直
しがされます。 
（ただし、現行の要支援・要介護
１の方は、認定有効終了日までは
これまでと同様のサービスが受け
られます。） 

　平成12年4月から長和町（旧長門町・旧和田村）及び武石村の介護
保険事務を実施しておりましたが、3月6日に武石村が合併して新
上田市になることにより、5日をもち事務所を閉所します。 
　今後の各種問い合わせ先・提出先等につきましては、右記のとお
りとなりますのでよろしくお願いします。 

要介護認定の見直し 

現行 

所得段階 

 

第2段階 

現行 
要介護5 
要介護4 
要介護3 
要介護2 

要介護1 

要支援 

住民税世帯非課税者で前年課 
税税金収入額と合計所得額が 
80万以下 

住民税世帯非課税で新第2段 
階に該当する方以外 

所得段階 

新第2段階 

新第3段階 

4月から 
要介護5 
要介護4 
要介護3 
要介護2 
要介護1 

要支援2 

要支援1

自　立 自　立 

介護保険の介護予防サービスが利用できます。 
既存サービスに併せて、運動器の機能向上、栄養改善、 
口腔機能の向上等のプログラムが追加されます。 

介護保険の介護サービスが利用できます。 

地域支援事業の介護予防サービスが利用できます。 

　高齢者の生活を総合的に支援するため、「地域包括
支援センター」を設置して、次の事業を実施します。 
  
①介護予防マネジメント事業 
介護予防対象者の選定や介護予防ケアプランの策定
を行ないます。 
②総合相談支援事業 
介護保険だけではなく、さまざまな制度や地域資源

を利用した総合的な支援を行ないます。 
③権利擁護、虐待早期発見・防止事業 
高齢者や障害者の人権や財産を守る権利擁護虐待防
止事業を拠点として成年後見制度の活用や虐待の早
期発見・防止を進めていきます。 
④地域のケアマネージャーなどの支援事業 
ケアマネージャーのネットワークの構築や、困難事
例に対する助言などを行ないます。 

地域包括支援センターの創設 

条　　件 
4月から 

利用内容 

� 

� 

� 

� 

� 

依田窪在宅福祉医療センターからお知らせ 

●上田市  高齢者介護課……23-5140 

●武石地域自治センター … 85-2119 
 （武石健康センター内 健康福祉課） 
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○おもしろく長生きするための
おばあちゃんのひとこと （長山久夫 著）

○生きるという権利 （安田好弘 著）
○藁塚放浪記 （藤田洋三 著・写真）
○容疑者Ｘの献身 （東野圭吾 著）
○ラテンアメリカ楽器紀行 （山本紀夫 著・写真）
○花と実の図鑑 全八巻 （斎藤謙鋼 絵・三原弘道 文）
○おりがみ 全六巻 （エキグチ クニオ 作）
○分解ずかん 全七巻 （荒井正 文・加藤浩哉 絵 ほか）
○楽しい英語名作童話 全十巻 （中山兼芳 監修）
○からだが不自由って、どんなこと？ 全六巻（中嶋雄一 編）
○児童図書
タバコ！いやの絵本・恐竜時代から江戸時代まで・光
れ！泥だんご・くるみわりにんぎょう・もしゃもしゃ
ちゃん・めざめのもりのいちだいじ・うごく浮世絵・
あひるがいちわ・たったひとりの戦い・ハルばあちゃ
んの手・ワニぼうのゆきだるま・びじゅつのゆうえん
ち ふわふわなあに・ぼくのしょうぼうじどうしゃ

公民館図書室だより
～新刊が入りました、ご利用ください。～

人権教育紙上講座
№348

教育委員会
同和対策室

思
春
期
の
か
か
わ
り
方

〜
最
近
の
少
年
事
件
か
ら
〜

凶
悪
な
事
件
を
起
こ
し
た
少
年
た

ち
は
、
な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
自
己
破
滅

的
な
攻
撃
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、
あ
ま
り
に
無
口
で
真
面
目

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
を
抱
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
形

成
す
る
こ
と
が
困
難
に
陥
っ
て
い
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
思
春
期

の
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
依
存

し
て
き
た
親
や
教
師
の
支
配
か
ら
離

脱
し
「
新
し
い
自
分
づ
く
り
」
へ
と

挑
戦
し
自
立
を
試
み
ま
す
。
そ
の
際
、

孤
独
へ
の
不
安
が
高
ま
る
た
め
、
友

人
に
べ
っ
た
り
と
依
存
し
、
グ
ル
ー

プ
化
し
て
自
分
を
支
え
よ
う
と
す
る

子
も
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
精

神
的
自
立
期
の
中
、
親
や
教
師
へ
の

愚
痴
や
悪
口
を
言
い
合
え
る
友
達
の

存
在
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
い
わ
ゆ
る
、
信
頼
を
寄
せ
た

り
、
甘
え
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る

親
以
外
の
対
象
が
必
要
な
の
で
す
。

前
回
掲
載
し
た
山
口
県
の
少
年

は
、
真
面
目
な
自
分
ら
し
さ
に
こ
だ

わ
り
「
自
分
づ
く
り
」
を
追
求
す
る

営
み
が
う
ま
く
い
か
ず
、
代
わ
り
に

皆
勤
と
い
う
表
面
的
、
数
値
的
な
学

校
的
価
値
に
依
存
す
る
こ
と
で
、
自

ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
図
ろ

う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
前
思
春
期
か
ら
、
少
し
ず
つ

で
も
自
分
の
思
い
や
感
情
を
表
に
出

し
な
が
ら
自
己
形
成
し
て
い
た
ら
、

日
常
生
活
の
中
で
必
ず
親
や
友
達
、

教
師
と
ぶ
つ
か
り
合
う
は
ず
で
す
。

大
人
か
ら
は
「
い
い
子
」
に
見
ら

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
手
と

対
立
し
嫌
な
思
い
も
経
験
す
る
中
で
、

自
然
に
他
者
理
解
の
感
性
が
身
に
つ

く
も
の
で
す
。

穏
や
か
に
問
題
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
た
り
、
上
手
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
た
り
す
る
方
法
も
身
に
つ
く
は
ず

で
す
。
適
度
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る

こ
と
は
人
間
形
成
上
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
欠
落
し
た
「
真
面
目
さ
」
は
、

あ
る
意
味
で
は
一
種
の
発
達
不
全
で

あ
り
、
人
格
形
成
上
問
題
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

予
想
以
上
に
殺
害
の
実
行
を
加
速

さ
せ
て
い
る
背
景
の
第
一
は
、
自
尊

感
情
が
正
し
く
育
っ
て
い
な
い
こ
と
、

自
己
肯
定
心
情
が
貧
弱
で
あ
っ
た
り
、

家
族
へ
の
愛
情
が
欠
落
し
た
り
歪
ん

で
い
た
り
す
る
と
、抱
い
た
不
安
や
憎

し
み
は
い
き
な
り
殺
意
の
実
行
化
に

転
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
で
す
。

も
う
す
ぐ
春
が
や
っ
て
き
ま
す

春
に
な
る
と
新
一
年
生
が
や
っ
て

き
て
、
子
ど
も
達
の
学
年
が
あ
が
り

ま
す
。
今
の
一
年
生
は
お
姉
さ
ん
や

お
兄
さ
ん
に
な
る
準
備
中
で
す
。

今
の
一
年
生
が
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
に

入
っ
て
き
て
か
ら
振
り
返
る
と
、
み

ん
な
は
ど
ん
な
成
長
を
し
た
で
し
ょ

う
。
あ
る
子
は
け
ん
だ
ま
に
興
味
を

も
っ
て
か
ら
、
い
つ
も
け
ん
だ
ま
を

持
ち
歩
い
て
は
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
お
母
さ
ん

お
父
さ
ん
に
披
露
す
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
あ
る
子
は
、
お
友
達

の
言
葉
に
び
っ
く
り
し
て
そ
の
場
で

泣
く
こ
と
で
感
情
を
表
し
て
い
ま
し

た
。
今
は
泣
く
よ
り
も
自
分
の
思
っ

た
こ
と
を
口
に
だ
し
て
相
手
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
宿
題
を
や
り
た
が
ら
な
か
っ
た

子
は
指
導
員
に
い
わ
れ
る
前
に
「
宿

題
や
ろ
う
か
な
」
と
自
分
で
や
る
姿

勢
を
み
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
決
ま
っ
た
友
達
と
し
か
遊
ば

な
い
と
い
っ
て
い
た
子
は
他
の
子
と

も
打
ち
解
け
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

家
に
い
る
の
と
は
違
っ
た
環
境

で
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
に
も
自
分
の

思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を

繰
り
返
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
成
長
を

し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
入
っ
て
く
る
新
一
年
生
の
た

め
に
動
け
る
よ
う
に
な
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
二
年
近
く
に
わ
た
っ
て

武
石
広
報
に
原
稿
を
の
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
編
集
担
当
の
方
、
ピ
ー

タ
ー
パ
ン
の
記
事
に
目
を
通
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

生
活
の
様
子
を
紹
介
す
る
機
会
が
減

っ
て
し
ま
う
こ
と
は
大
変
に
残
念
な

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
い

っ
ぱ
い
に
個
性
を
光
ら
せ
な
が
ら
成

長
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
い

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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新
市
へ
の
希
望
が
め
ぶ
く 

●
合
併
記
念
樹
 

　
真
田
町
で
は
、
３
月
６
日
の

新
市
発
足
に
向
け
て
、
合
併
記

念
樹
を
、
植
え
ま
し
た
。 

　
植
え
た
場
所
は
、
町
内
す
べ
て
の
区
と
、

公
共
施
設
。
記
念
樹
は
、
淡
い
紅
色
の
花

が
美
し
い
紅
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
、
早
春
に
咲

く
花
が
美
し
い
コ
ブ
シ
。
そ

れ
か
ら
真
田
町
の
町
花
で
あ

る
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
３
種
類
で

す
。
町
内
３６
の
区
が
、
昨
年

１０
月
に
３
種
類
か
ら
１
本
を

選
び
各
地
区
に
植
え
ま
し
た
。 

　
新
市
へ
の
希
望
を
込
め
た

こ
の
記
念
樹
が
、
や
が
て
め

ぶ
き
、
美
し
い
花
が
咲
く
こ

と
で
し
ょ
う
。 

春
の
便
り 

●
音
楽
村
に
咲
く
10
万
本
の
ス
イ
セ
ン
 

　
暖
か
な
日
差
し
が
冬
の
終
わ

り
を
告
げ
る
３
月
下
旬
、
信
州

国
際
音
楽
村
の
畑
に
ス
イ
セ
ン

の
花
が
芽
吹
き
始
め
ま
す
。
音
楽
村
の
南

斜
面
を
黄
色
く
彩
る
ス
イ
セ
ン
は
約
１０
万

本
。
音
楽
村
職
員
や
地
元
住
民
の
み
な
さ

ん
が
、
毎
年
手
入
れ
を
し
て

育
て
て
き
た
も
の
で
す
。
例

年
４
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る

「
す
い
せ
ん
ま
つ
り
」
で
は
、

切
り
花
や
球
根
の
販
売
、
ス

イ
セ
ン
の
花
び
ら
染
め
体
験

教
室
な
ど
が
開
か
れ
、
昨
年

は
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
演
奏
会
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
音
楽
村
か
ら
届
く
開
花
の

便
り
は
、
丸
子
に
春
が
訪
れ

た
証
し
で
す
。 

上田市 

丸子町 

真田町 

武石村 

 

　
武
石
の
山
里
に
春
の
訪
れ
を
つ
げ
る
福

寿
草
。
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
林
の
中
か
ら

黄
色
い
福
寿
草
が
ひ
ょ
っ
こ
り
と
顔
を
出

し
ま
す
。
花
が
満
開
に
な
る
と
、
そ
こ
は

ま
る
で
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め

た
よ
う
。
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。 

　
花
は
３
月
中
旬
か
ら
４
月
上
旬
が
見
ご

ろ
。
開
花
期
間
中
は
「
福
寿
草
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
福
寿
草
や
地
元
特
産

品
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。
武
石
地
域
の
福

寿
草
で
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。 

　
４
月
、
肌
寒
い
冬
の
風
に
じ
っ
と
耐
え

て
き
た
桜
の
木
の
つ
ぼ
み
が
ひ
ら
き
、
上

田
城
跡
公
園
全
体
が
薄
紅
色
の
ピ
ン
ク
一

色
に
彩
ら
れ
ま
す
。
上
田
に
本
格
的
な
春

を
告
げ
る
「
千
本
桜
」
の
季
節
の
到
来
で

す
。
櫓
門
脇
の
し
だ
れ
桜
が
満
開
に
な
る

と
、
一
斉
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
開
花
。
そ

の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
。
ま
た
、
夜
間
は
華
や
か
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
日
中
と
は
一
味
違
っ
た
夜

桜
見
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
真
田
一
族
が
戦
国
の
世
に
夢
を
描
い
た

上
田
城
。
４
月
の
「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ

り
」
で
は
、
そ
ん
な
歴
史
に
思
い
め
ぐ
ら

せ
て
は
み
る
の
は
い
か
が
で
す
か
。 

お
城
を
華
や
か
に
彩
る 
●
上
田
城
千
本
桜
 

春
の
訪
れ
を
つ
げ
る
黄
色
い
ジ
ュ
ー
タ
ン 

上
田
市 

丸
子
町 

真
田
町 

武
石
村 

共
通
企
画 

平成18年3月6日、私たちの住むまちは合

併して新しい市に生まれ変わります。お互

いの個性がひとつになって新しい魅力が生

まれることでしょう。昨年の6月号から連

載してきた「四葉のスケッチ」も今月号で

最後となります。 
 

●
福
寿
草
群
生
地 

◆上田城千本桜まつり 

期　　間�4月開花～4月29日（土） 
内　　容�ライトアップ・・・・・・・・・・・・・1日（土）～23日（日） 
 イベント「遊芸の宴」・・・・15日（土）・16日（日） 
 物産展・ふるまい鍋・・・・・8日（土）～18日（火） 
 上田真田まつり・・・・・・・29日（土） 
※このほか千本桜俳句会・千本桜写真コンテスト、博
物館・真田太平記館特別展、吹奏楽の演奏・神輿な
ど、たくさんのイベントを計画中です。 

問 合 せ�上田市観光課　�23-5408  
 
 
 
すいせんまつり 
近くに休憩所と野外トイレも完備されています。お弁
当を持って、家族でスイセンのお花見なんていかがで
しょう。 
開催期間�4月1日（土）～16日（日） 
　　　　　※開花時期により変更の場合あり。 
入 園 料�無料 
販　　売�切り花（5本………100円） 
　　　　　球　根（1ポット…150円） 
問 合 せ�信州国際音楽村　�42-3436 
  
 
 
◆ナイトツアースキーin菅平高原 

菅平高原根子岳から北アルプスの夕景を楽しみながら、
中腹の小屋まで歩き、滑り降ります。中腹まで徒歩1時
間弱です。雪山の魅力を手軽に安全に体験しましょう。 
日　　時�3月18日（土）午後3時～4時受付 
受付場所�菅平高原奥ダボスゲレンデ駐車場 
参 加 費�（夕食付）大人2000円・小学生500円 
　　　　　※ヘッドライト等を各自お持ちください。 
問 合 せ�菅平高原観光協会　�74-2003 
  
 
 
◆信州武石　福寿草まつり 

～武石地域から春一番をお届けします～ 
雪が残る大地を福寿草が静かに咲き始めます。力強
い黄色のじゅうたんとなり、見る人に感動を与えて
くれます。 
期　　間�3月中旬～4月上旬（予定） 

※期間中に来園された方には「武石温泉うつ
くしの湯」の入館割引券を差し上げます。 

入 園 料�無料 
会　　場�唐沢小原地区福寿草群生地 
問 合 せ�福寿草まつり実行委員会　�85-2828

あ
か 

た
よ 
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福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
の
運
営
を
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

昭
和
二
十
六
年
に
村
営
授
産
所

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
五
十
五
年

を
迎
え
る
ふ
れ
あ
い
は
、
本
年
三

月
六
日
の
合
併
で
運
営
主
体
が
武

一
月
二
十
三
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
日
赤
の
講
師
を
招
き
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

を
用
い
た
講
習
会
を
二
十
三
名
の
参

加
の
中
、
行
な
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
見
る
の
も
初
め
て
で
し
た
が
、
心

肺
蘇
生
法
を
や
っ
た
り
、
取
り
扱
い

方
も
習
い
、
い
ざ
と
言
う
時
に
役
に

立
て
ば
良
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。ま

だ
武
石
村
に
は
設
置
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
社
協
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
予
定
で
す
の

で
、
一
般
市
民
に
よ
る
迅
速
な
判
断

で
救
命
率
を
上
げ
る
事
も
実
現
さ
れ

ま
す
。

今
年
の
干
支
、
い
ぬ
を
貼
り
絵
を

し
て
作
成
し
ま
し
た
。
食
堂
の
壁
い

っ
ぱ
い
に
飾
り
ま
し
た
。

武
石
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
協
議

会
よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」
へ
電
気
カ
ミ
ソ
リ
一
個

と
、
電
気
ド
ラ
イ
ヤ
ー
一
個
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
た
た
か
な
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

福祉の地域づくりをめざして 福祉の地域づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

干
支
の
貼
り
絵

老
連
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

寄
付
御
礼

◆
つ
か
だ
補
聴
器

◇
期
日
　
3
月
8
日（
水
）

◇
時
間
　
午
後
1
時
〜
2
時

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
3
月
13
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談
日

補
聴
器
相
談
日

石
村
か
ら
上
田

市
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。

新
市
で
は

「
上
田
市
社
会

就
労
セ
ン
タ
ー

武
石
事
業
所
」

と
い
う
名
称
に

変
わ
り
ま
す
が

「
ふ
れ
あ
い
」

の
愛
称
と
、
い

つ
で
も
だ
れ
で

も
い
つ
ま
で
も

働
き
た
い
人
の

就
労
施
設
と
い

う
運
営
理
念
は

引
き
継
が
れ
て

い
き
ま
す
。

福
祉
企
業
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り

も
今
号
で
一
区

切
り
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
も

何
ら
か
の
形
で

広報武石 平成１８年３月号　No.464（14）

◆
幼
児
歯
科
検
診
の
状
況

一
歳
半
・
二
歳
・
三
歳
児
の
歯
科

検
診
の
む
し
歯
の
保
有
率
は
年
度
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。
虫
歯
の
あ

る
子
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
一
人
当
た
り
の
む
し
歯
本
数
は
、

最
近
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
三
歳
児
健
診
で
武

石
村
の
む
し
歯
保
有
率
は
四
七
・

四
％
、
一
人
当
た
り
む
し
歯
本
数
は

二
・
五
本
で
し
た
。
上
小
管
内
の
二

六
・
五
％
（
一
・
一
六
本
）、
長
野
県

の
二
九
・
三
％
（
一
・
二
本
）
と
比

べ
る
と
か
な
り
高
い
状
況
で
す
。

む
し
歯
の
予
防
に
は
三
度
の
食
事

を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
、
お
や
つ
を

決
ま
っ
た
時
間
に
と
る
こ
と
、
一
日

の
運
動
量
の
あ
る
こ
と
な
ど
規
則
正

し
い
生
活
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
平

成
十
五
年
度
三
歳
児
健
診
時
の
む
し

歯
と
生
活
リ
ズ
ム
の
関
係
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

三
歳
児
を
九
時
ま
で
に
寝
る
子
と

九
時
過
ぎ
に
寝
る
子
に
分
け
ま
し
た
。

む
し
歯
の
保
有
率
は
こ
の
時
点
で
は

差
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
人

当
た
り
の
む
し
歯
数
は
一
本
近
く
違

い
ま
し
た
。

九
時
過
ぎ
に
寝
る
子
で
む
し
歯

（
有
）
の
子
は
、
お
や
つ
時
間
が
不
規

則
な
子
が
三
〇
％
、
ジ
ュ
ー
ス
・
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
・
乳
酸
飲
料
等
を

飲
ん
で
い
る
子
が
七
〇
％
と
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
仕
上
げ
磨
き
の

回
数
が
少
な
く
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時

間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
保
育
園
児
の
状
況

平
成
十
五
年
度
の
三
歳
児
健
診
を

受
け
た
子
ど
も
た
ち
が
年
少
組
に
な

る
と
、
む
し
歯
保
有
率
は
七
七
・

五
％
、
一
人
当
た
り
の
む
し
歯
本
数

は
五
・
一
本
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

年
中
組
に
な
る
と
、
む
し
歯
保
有
率

は
七
三
％
と
他
の
年
度
に
比
べ
て
低

い
の
で
す
が
、
一
人
当
た
り
の
む
し

歯
の
本
数
は
六
本
と
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
平
均
で
す
の
で
、
多

い
子
は
、
ひ
と
り
で
十
本
以
上
む
し

歯
を
持
っ
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
こ

の
同
じ
年
の
年
長
組
は
、
む
し
歯
保

有
率
は
八
五
・
二
％
と
高
い
の
で
す

が
、
一
人
当
た
り
む
し
歯
本
数
は

五
・
五
本
と
最
近
十
年
間
の
中
で
は

一
番
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
で
は
平
成
十
五
年
十
二
月

に
「
生
活
リ
ズ
ム
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
平

成
一
六
年
度
か
ら
「
早
寝
・
早
起
き
」

の
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
「
今
よ
り
三
十
分
早
く
寝
る
」「
歯

磨
き
習
慣
を
つ
け
る
」
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

歯
の
状
態
は
生
活
リ
ズ
ム
や
食

事
・
お
や
つ
の
内
容
や
時
間
、
歯
磨

き
の
習
慣
や
仕
上
げ
磨
き
の
方
法
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
受
け
、
子
ど

も
の
状
態
を
表
す
指
標
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
小
学
一
年
生
で

は
、
朝
自
分
で
起
き
た
子
や
歯
磨
き

を
し
て
き
た
子
が
増
え
、
テ
レ
ビ
を

見
る
時
間
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
が

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
保
育

園
で
の
取
り
組
み
は
少
し
ず
つ
効
果

が
現
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
保
育
園
と
家
庭

の
協
力
が
な
く
て
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

ま
た
、
家
庭
で
も
家
族
全
員
の
協
力

が
な
く
て
は
で
き
ま
せ
ん
。
家
庭
、

保
育
園
、
小
・
中
学
校
、
行
政
が
連

携
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

十
年
後
に
は
確
実
に
効
果
が
現
れ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
無
理
せ
ず
、
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

健康センター
通信　3月号

保健福祉課
℡85-2067

子
ど
も
の
歯
の
健
康

〜
生
活
リ
ズ
ム
が
歯
に
あ
た
え
る
影
響
〜

3月13日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

13日 月 自由あそびの日 午前10:00～11:30

14日 火 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00

17日 金 高齢者料理教室（なでしこ） 午前10:00～午後1:00

17日 金 料理教室（パセリグループ） 午後 1:15～午後４:00

22日 水 あそびの教室 午前10:00～11:30

23日 木 乳幼児健診 午後 1:15～ 1:30（受付）

27日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

28日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30

4月4日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30

6日 木 男性料理教室 午前10:00～午後1:00

10日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

11日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

12日 水 料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00

12日 水 幼児歯科検診 午後 1:15～1:30(受付）

13日 木 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00

3月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

人数 

むし歯保有者 

一人当たりむし歯数（本） 

おやつ時間不規則 

ジュース・乳酸飲料等 
摂取者 

仕上げ磨き回数 

テレビを見る時間（分） 

【表１】平成15年度　3歳児健診時のむし歯と生活リズムの関係 

9時までに就寝  9時過ぎに就寝  

むし歯（無） むし歯（有） むし歯（無） むし歯（有） 

17人  

9（52.9％）  

2.2 

12.5% 

0 

1.75 

101 

22.2% 

33.3% 

1.56 

103 

19人  

10（52.6％）  

3.1 

11.1% 

44.4% 

1.56 

131 

 

30% 

70% 

1 

153 



議
会
だ
よ
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12
月
定
例
村
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会
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の
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問

平
成
十
八
年
三
月
五
日
で
武
石

村
長
の
職
務
が
終
わ
り
ま
す
。
村
長

は
、
今
ま
で
終
始
一
貫
し
て
こ
の
度

の
合
併
に
賛
意
を
示
し
住
民
に
対
し

て
説
明
し
理
解
を
求
め
て
来
た
。

そ
の
努
力
に
よ
り
こ
の
四
市
町
村

の
合
併
が
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

私
は
三
月
六
日
の
合
併
時
点
で
は

合
併
問
題
全
般
を
思
う
時
、
ま
だ
道

は
半
ば
と
考
え
て
お
り
、
全
て
ま
で

は
行
か
な
く
て
も
こ
の
目
標
に
近
づ

く
ま
で
は
お
立
場
上
責
任
を
も
っ
て

地
域
の
発
展
に
お
力
を
そ
そ
ぐ
べ
き

だ
と
考
え
る
。

又
、
村
長
の
お
立
場
で
今
回
の
合

併
は
成
果
と
し
て
何
点
位
あ
る
と
お

考
え
か
。
出
来
得
れ
ば
新
市
の
議
会

に
参
加
し
て
武
石
地
域
の
代
表
と
な

り
地
域
発
展
の
為
に
御
努
力
さ
れ
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
村
長
だ

け
で
な
く
助
役
、
教
育
長
、
議
員
な
ど

の
退
職
す
る
特
別
職
全
員
の
責
任
で

も
あ
る
の
で
今
後
真
剣
に
お
考
え
を

戴
き
村
の
人
達
が
不
安
と
感
じ
な
い

よ
う
な
合
併
推
進
を
し
て
ほ
し
い
と

思
う
。

答

こ
れ
ま
で
の
合
併
協
議
の
経
過

を
見
る
中
で
は
、
新
市
の
財
政
状
況

等
を
見
込
ん
で
八
〇
％
以
上
の
成
果

が
あ
る
と
思
う
。
合
併
後
の
立
場
に

つ
い
て
は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
。
合

併
に
向
け
地
域
審
議
会
の
構
築
な
ど

が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
努
力
し

た
い
。

問

新
上
田
市
と
し
て
合
併
前
一
〇

〇
日
を
切
り
合
併
協
議
も
大
詰
め
と

な
っ
て
い
る
。
村
内
は
合
併
に
向
け

て
期
待
と
不
安
を
募
ら
せ
な
が
ら
見

守
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
村
長
は

合
併
協
議
の
進
捗
状
況
と
そ
の
内
容

か
ら
武
石
地
区
の
将
来
展
望
は
ど
う

見
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

新
年
度
（
十
八
年
度
）
予
算
の
う

ち
武
石
自
治
セ
ン
タ
ー
予
算
規
模
と

内
容
は
。
職
員
数
は
ど
う
な
る
か
。

地
域
審
議
会
発
足
は
い
つ
か
。
そ
の

内
容
は
ど
う
か
。

答

経
常
的
予
算
の
要
求
と
し
て
二

十
億
円
強
、
本
庁
で
の
予
算
要
求
と

し
て
広
域
連
合
負
担
金
・
介
護
保
険

運
営
費
・
普
通
建
設
事
業
を
加
え
武

石
地
区
に
必
要
な
予
算
は
二
十
五
億

円
位
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
協
議
会
は
、
各
市
町
村
の
行

政
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
関
わ
り
が
違

う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
考
え
方
を
基
に
原
案
が
示

さ
れ
て
い
る
。

職
員
数
は
、
一
定
程
度
確
保
が
必

要
で
あ
る
が
、
行
革
も
必
要
で
あ
る

の
で
徐
々
に
減
ら
す
こ
と
に
な
る
。

問

武
石
村
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
か
ら
「
癒
し
の
里
」
と
云

わ
れ
て
い
る
。
自
然
を
活
用
し
た
上

田
市
民
の
「
癒
し
の
里
」
と
し
て
の

事
業
は
出
来
な
い
か
。
練
馬
区
民
と

の
交
流
が
続
い
て
い
る
が
現
在
の
来

村
者
数
と
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

と
の
事
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。
上
田
産
院
の
件
に
つ
い
て

は
是
非
存
続
を
と
願
う
が
村
長
の
お

考
え
は
ど
う
か
。

答

財
産
区
の
運
営
は
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
、
協
力
し
な
が
ら

山
を
守
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

児
童
館
、
図
書
館
、
学
童
保
育
所

は
新
市
の
実
施
計
画
の
中
で
武
石
地

域
の
事
業
と
し
て
要
望
し
て
い
る
。

補
助
事
業
で
の
採
択
が
な
い
場
合
は

特
例
債
で
行
う
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。上

田
市
産
院
は
地
域
全
体
の
問
題

で
あ
る
の
で
上
田
市
と
手
を
取
り
合

っ
て
存
続
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た

い
。

▽
合
併
後
、
村
長
は
ど
の
よ
う
な

立
場
で
、
地
域
に
関
り
を
持
っ

て
行
く
お
つ
も
り
か
。

清
住
　
隆
幸
議
員

今
回
は
6
人
が
登
壇
し
、
今
後

の
市
町
村
合
併
を
中
心
に
上
田

市
産
院
問
題
等
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

﹇
通
告
順
﹈

一
般
質
問

▽
新
上
田
市
、
武
石
地
区
の

将
来
展
望
に
つ
い
て

兒
玉
　
将
男
議
員

答

練
馬
自
然
の
家
の
本
館
・

新
館
は
総
数
で
は
そ
れ
ほ
ど
の

減
少
は
な
い
。

本
館
は
小
中
学
生
が
年
間
延

べ
二
万
人
位
利
用
し
、
ま
た
新

館
は
年
間
延
べ
八
千
人
位
の
利

用
者
が
あ
る
。

農
業
体
験
の
施
設
整
備
は
練

馬
区
教
育
委
員
会
と
協
議
し
な

が
ら
今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

財
産
区
に
つ
い
て
は
松
茸

だ
け
に
頼
ら
な
い
も
の
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
児
童

館
、
図
書
館
、
学
童
保
育
所
は

六
月
議
会
で
は
十
九
年
度
建
設

広報武石 平成１８年３月号　No.464（16）

不
動
明
王
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
で
「
ア
チ
ャ
ラ
ナ
ー
タ
」
と
い
い
、

直
訳
す
る
と
動
か
な
い
こ
と
を
意
味

す
る
こ
と
か
ら
、
不
動
明
王
、
不
動

尊
等
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
、

子
供
の
体
型
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら

童
子
形
ぎ
ょ
う
と
い
う
。
こ
れ
は
不
動
明
王

が
一
度
煩
悩
ぼ
ん
の
う

を
断
ち
切
っ
て
仏
の
道

に
精
進
す
る
者
に
対
し
て
は
子
供
の

よ
う
に
素
直
で
従
順
な
態
度
で
仕
え

る
こ
と
を
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
激
し
い
忿
怒
ふ
ん
ぬ

（
怒
っ
て
い

る
）
の
表
情
を
し
て
、
光
背
は
火
炎

を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
額
に

は
波
の
よ
う
な
幾
筋
も
の
深
い
筋
が

刻
ま
れ
、
左
右
の
眼
は
天
と
地
の
両

方
を
同
時
に
見
て
い
る
。
こ
れ
は
天

地
眼
と
い
っ
て
、
世
の
中
を
す
べ
て

見
通
し
て
い
る
事
を
現
し
、
さ
ら
に

犬
歯
を
む
き
出
し
に
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
か
つ
て
不
動
明
王
が
悟
り
を

開
い
た
と
き
に
こ
れ
を
妨
げ
よ
う
と

し
た
も
の
を
降
伏
さ
せ
た
事
が
あ
り
、

邪よ
こ
し
まの
も
の
と
は
断
固
と
し
て
闘
う
こ

と
を
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

不
動
明
王
は
、
空
海
に
依
り
密
教

と
共
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
仏
で
あ

る
。
後
に
山
岳
信
仰
と
も
結
び
つ
き
、

修
験
者
の
信
仰
も
集
め
て
き
た
。
不

動
明
王
に
供
え
て
あ
る
剣
、
鳥
居
は

近
所
の
野
鍛
治
の
人
が
奉
納
し
た
も

の
で
あ
る
。

石
尊
社
の
奥
の
院
は
不
動
明
王
の

三
、
四
十
メ
ー
ト
ル
北
東
の
尾
根
の

自
然
の
岩
場
を
掘
削
し
て
祭
ら
れ
て

い
る
。
不
動
明
王
は
丁
度
石
尊
社
の

眷
属
け
ん
ぞ
く
（
従
者
）
の
様
な
存
在
で
あ
る
。

（
今
回
の
記
事
を
も
ち
ま
し
て
石
造
物

の
紹
介
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
村
内
に
は
こ
の
他
に
も
多
く
の

像
や
塔
、
碑
等
が
あ
り
ま
す
。
機
会

が
あ
り
ま
し
た
ら
立
ち
寄
っ
て
み
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

●納豆オムレツ●
小山　亮さん（片羽） 〈作り方〉

①サラダ油を熱し、小口切りにしたねぎをさっと炒める。
②納豆をパックから取り出して、添付のしょう油、辛子とともに①に
加えて炒め、分量の味噌で味を調え炒め納豆を作る。

③小麦粉を同量の水で溶き、卵と塩を加えて泡立てないように混ぜる。
④③の卵に②の炒め納豆を加えて軽く合わせる。
⑤フライパンに分量外の油を熱し、④をすくって入れ、1人分ずつ焼く。
⑥半熟になったら両端から3つにたたんで、少し焼き目をつけて仕上
げる。（火加減はやや強火から弱火で絶対に焦げ付かせないように）

※ほうれん草など緑の野菜を添えて彩りよく皿に盛る
※炒め納豆は常備しておくと便利です。
【例】あたたかいごはんにのせて、もみのりをかけてもおいしくいただ

けます。

〈材料〉4人分

卵（Mサイズ） ……………3個
小麦粉 …………………大さじ2
水 ………………………大さじ3
塩……………………………少々

納豆 ……………………2パック
長ねぎ ………………………1本　
しょうゆと辛子……添付のもの
味噌 ……………………大さじ1
サラダ油 ………………大さじ1



（19）広報武石 平成１８年３月号　No.464

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

と
考
え
る
。
当
面
は
上
田
市
長
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
協
力
し
て
い
き
た

い
。

問

合
併
が
迫
る
中
で
、
村
で
進
め

て
き
た
武
石
村
独
自
の
事
業
、
と
り

わ
け
高
齢
者
の
多
い
村
に
お
い
て
、

除
雪
対
策
は
、
住
民
の
関
心
事
で
あ

り
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
、
障
害
を
持

つ
人
の
保
険
料
問
題
、
生
活
保
護
を

や
む
を
え
な
く
受
け
ざ
る
得
な
い
人

達
の
生
活
保
護
対
策
は
、
ど
う
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
社
会
保
障

と
の
関
係
で
答
弁
お
願
い
し
た
い
。

答

老
人
世
帯
の
除
雪
対
策
は
、
社

会
生
活
を
維
持
す
る
た
ね
に
重
要
な

こ
と
で
あ
り
、
地
域
全
体
で
支
え
あ

う
体
制
づ
く
り
が
今
後
必
要
に
な
る

と
考
え
る
。

介
護
保
険
の
値
上
げ
は
、
高
齢
化

率
の
上
昇
と
介
護
保
険
施
設
の
充
実

に
伴
い
給
付
額
が
高
騰
し
て
お
り
、

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
せ
ざ
る
得

な
い
状
況
に
あ
る
。

生
活
保
護
対
策
は
、
生
活
困
窮
者

に
対
し
て
最
低
限
の
生
活
を
保
障
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
立
の

助
成
も
図
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
制
度
で
あ
り
合
併
を
し
て

も
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

問

来
年
三
月
五
日
を
以
っ
て
一
世

紀
余
に
わ
た
る
武
石
村
の
歴
史
を
閉

じ
る
事
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ

の
歴
史
あ
る
村
の
幕
引
き
を
す
る
立

場
に
立
た
さ
れ
た
村
長
の
今
の
心
境

を
お
き
か
せ
戴
き
た
い
。
次
に
上
田

地
域
と
合
併
す
る
事
に
な
っ
た
わ
け

で
す
が
と
り
わ
け
上
田
地
域
と
の
合

併
を
主
導
さ
れ
た
立
場
か
ら
も
今
度

の
市
長
選
に
は
立
候
補
す
べ
き
と
思

う
が
こ
の
点
は
ど
う
か
。
又
、
閉
村

に
あ
た
り
最
終
の
村
の
財
政
状
況
を

村
民
に
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
こ

の
点
は
ど
う
か
。

答

合
併
は
、
寂
し
さ
は
あ
る
が
住

民
の
福
祉
と
地
域
を
守
る
た
め
に
は

し
か
た
な
い
と
思
う
。
合
併
し
な
い
で

何
も
し
な
け
れ
ば
二
〜
三
年
は
も
つ

か
と
は
思
う
が
そ
の
後
は
財
政
が
伴

わ
な
い
と
存
在
は
で
き
な
い
と
思
う
。

市
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
四
千
人

の
村
か
ら
十
六
万
人
の
新
市
で
立
候

補
し
て
も
当
選
す
る
可
能
性
は
な
く

母
袋
市
長
の
立
候
補
に
賛
成
し
た
。

合
併
す
る
時
点
で
の
決
算
は
当
然

公
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
決
算
の

認
定
は
、
通
常
の
年
と
同
じ
く
新
市

の
９
月
議
会
に
報
告
さ
れ
認
定
を
受

け
る
こ
と
と
な
る
。

▽
合
併
に
伴
う
閉
村
に
関
し
て

宮
原
　
文
男
議
員

1 新年祝賀式・成人式

8 消防出初式

14 第19回上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会

23 議会全員協議会

26 第3回新上田市議会事務事業検討会

17 第1回臨時会

2006年
1月

議
会
の
動
き

2月

中小企業のみなさまへ 

市町村合併経費の利子補給をします 
～住所表示の切り替え経費～ 

◇対象となる経費 商品ラベル・包装資材などの物品、看板・表札などの物品、封筒・注文書・ 

 名刺などの消耗品企業概要のなどのパンフレット 

◇利子補給の対象となる資金と借受者負担率 

 ●中小企業資金（運転資金）1.2％（年）    

 ●小規模企業事業資金（運転資金）0.8％（年） 

◇利子補給期間 資金借入後3年間 

◇借入申込期間 平成18年3月6日から5月31日まで 

◇お問合せ先 上田市役所 商工課 23－5395／武石地域自治センター 産業振興課 85－2828

　平成１８年３月６日に新上田市が発足します。新市の融資制度を利用して住所表示の 
切り替えに必要な資金を調達する場合に利子の１.０％分を補給します。 
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問

武
石
村
は
来
年
三
月
五
日
を
も

っ
て
、
一
一
八
年
に
わ
た
る
歴
史
に

幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
武

石
村
最
後
の
村
長
と
し
て
ど
の
よ
う

に
総
括
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
今
後
の

武
石
地
域
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

答

合
併
に
よ
り
新
上
田
市
の
周
辺

部
に
な
っ
て
も
寂
れ
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
地
域
協
議
会
が
う
ま
く
機

能
す
る
こ
と
と
住
民
の
主
体
性
と
創

意
工
夫
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
重
要

だ
と
思
う
。

問

村
の
積
み
残
し
と
な
っ
て
い
る

主
要
事
業
は
ど
の
よ
う
な
事
業
で
あ

る
の
か
。
ま
た
新
市
に
お
い
て
そ
れ

ら
の
事
業
が
実
施
計
画
に
ど
の
よ
う

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い

し
た
い
。

ま
た
地
域
づ
く
り
の
調
査
研
究
も

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
地
域
協
議

会
等
準
備
委
員
会
の
進
捗
状
況
も
合

わ
せ
て
伺
い
た
い
。

答

村
の
長
期
計
画
の
中
で
は
国

道
・
県
道
の
整
備
、
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
に
代
わ
る
通
信
手
段
の
構
築
が
残

さ
れ
た
事
業
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

新
市
の
基
本
計
画
は
合
併
の
将
来
構

想
に
基
づ
い
て
新
市
に
な
っ
て
改
め

て
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
三
ヵ
年

の
実
施
計
画
は
現
在
四
市
町
村
で
協

議
を
し
て
い
る
。

地
域
協
議
会
は
新
市
の
分
権
型
合

問

各
区
の
要
望
が
方
々
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
合
併
し
な
く
て
も
や
っ

て
い
け
た
の
で
は
と
言
う
声
が
あ
る
。

又
、
合
併
後
は
で
き
な
い
と
い
う
事

で
基
金
を
使
っ
て
し
ま
え
と
い
う
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

答

合
併
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
よ

問

上
田
市
産
院
廃
止
問
題
は
、
単

に
医
師
不
足
と
い
う
事
に
と
ど
ま
ら

ず
少
子
化
が
進
み
、
国
民
の
多
く
が

不
安
を
抱
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
日
本
の
子
育
て
環
境
の
劣
悪
化
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
事

の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
事
は
、
日

本
の
、
ま
た
地
域
住
民
の
未
来
に
か

か
わ
る
大
問
題
で
あ
る
。
他
の
病
院

で
ま
か
な
う
事
が
で
き
れ
ば
い
い
と

い
う
問
題
で
は
な
く
、
地
域
の
財
産

を
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
、
村
長
の

考
え
を
お
聞
き
き
し
た
い
。

答

安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
の

で
き
る
地
域
は
、
少
子
化
対
策
に
も

な
る
。
上
小
地
域
全
体
と
し
て
存
続

▽
合
併
を
控
え
た

武
石
の
現
状
か
ら

▽
合
併
に
よ
る
財
政
上
の
経
費

節
減
効
果
と
人
事
に
つ
い
て

小
池
　
文
男
議
員

▽
合
併
を
控
え
て
の
総
括
と
今
後

の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

鬼
頭
　
　
寿
議
員

併
の
一
番
元
に
な
る
も
の
と
し
て
、

住
民
が
参
加
し
て
地
域
づ
く
り
を
行

え
る
拠
点
と
し
て
準
備
委
員
会
を
設

け
て
検
討
し
て
い
る
。

り
、
将
来
の
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と

か
ら
、
基
金
を
取
り
崩
し
て
で
も
普

通
建
設
事
業
に
取
り
組
ん
で
も
よ
い

の
で
は
と
い
う
判
断
の
元
に
、
地
区

か
ら
の
要
望
が
あ
っ
て
も
取
り
組
め

な
か
っ
た
事
業
の
一
部
を
行
っ
た
。

問

合
併
時
お
け
る
基
金
残
、
負
債

▽
上
田
市
産
院
問
題
に
つ
い
て

▽
合
併
問
題
と

社
会
保
障
に
つ
い
て

新
井
　
繁
雄
議
員

は
ど
の
位
か
を
村
民
に
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
示
す
の
か
。

答

基
金
残
高
、
借
入
金
、
起
債
残

高
は
、
十
七
年
度
決
算
に
あ
わ
せ
て

公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

合
併
に
よ
る
初
年
度
の
行
政
の

節
減
効
果
、
職
員
、
臨
時
職
員
の
給

与
体
系
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

初
年
度
は
特
別
職
が
十
七
人
か

ら
五
人
に
な
り
約
一
億
五
千
万
円
の

減
少
。
議
員
は
八
十
人
か
ら
三
十
四

人
に
な
り
約
一
億
七
千
万
円
の
減
少
。

行
政
委
員
会
の
委
員
減
少
に
よ
り
約

千
七
百
万
円
が
節
減
さ
れ
る
。

給
与
体
系
に
つ
い
て
は
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
給
料
表
を
使
っ
て
お
り

大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

問

職
員
人
事
は
、
合
併
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
本
庁
、
各
総
合
支
所
へ

の
異
動
を
多
く
や
っ
て
い
く
事
が
必

要
で
、
そ
れ
が
各
総
合
支
所
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
、
こ
れ
が
な
く
て

は
合
併
し
た
意
味
が
な
い
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答

人
事
配
置
に
つ
い
て
は
出
来
る

だ
け
交
流
し
た
方
が
い
ろ
い
ろ
な
面

で
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
思
う
。
合

併
時
以
降
の
人
事
の
中
で
段
階
的
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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2月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

　武石村子育て事業推進委員会と村・教育委員会が共同して、「地域まる
ごと子育て支援『4,258人の村』から未来への第一歩」というタイトル
で本を出版します。3月中に販売する予定で、村民の方は格安で購入でき
ます。詳しくは教育委員会（TEL85-2030）までお問い合わせ下さい。 

　すでに合併協議会だより2月1日号でお知らせのとおり、現在、新生「上田市」誕生後の合併
記念イベントを募集中です。 
　合併記念イベントは、1市2町1村の合併を祝し、新市の誕生を広く内外にアピールするとと
もに、新生「上田市」にふさわしい魅力あるまちづくりを進めるための契機とするものです。 
　募集するのは、市民や各種団体に実施していただく、あるいは参加をしていただく事業・イ
ベントのアイデア。「こんなイベントを実施したい」など、どしどしご応募ください。応募の
締切は、本年3月末日までです。 

新生「上田市」発足  記念事業を 
募集しています 

 記念事業の区分　 事業実施期間　　 募　集　内　容 

      

合併記念事業

  Ａ 市民や団体の皆さんが主体的に行う事業 

     Ｂ 市民や団体の皆さんに参加していただき 
     市と協働で行う事業 

   合併1周年記念事業

  Ａ 市民や団体の皆さんが主体的に行う事業 

     Ｂ 市民や団体の皆さんに参加していただき 
    市と協働で行う事業 

【お問合せ先】 3月5日までは……武石村役場　企画財政課合併準備係（電話85－2311） 

 3月6日以降は……武石地域自治センター　地域振興課（電話85－2848） 

【記念事業の区分・事業実施期間・募集内容】 

（
合
併
） 

� 

� 

平成18年3月  6日～ 
平成19年3月  5日 

平成19年3月  6日～ 
平成20年3月31日 

地域まるごと子育て支援 
『4,258人の村』から未来への第一歩 
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新
上
田
市
、「
広
報
う
え
だ
」
の

文
芸
欄
で
、
新
上
田
市
民
を
対
象
に

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

優
秀
作
品
は
広
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

◆
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の

別
、
住
所
、
氏
名
、
地
区
名
を
記
入

し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
氏
名
、
作

品
の
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。）

◆
あ
て
先

〒
３
８
６
‐
０
０
２
５

上
田
市
天
神
２
‐
４
‐
74

上
田
市
教
育
委
員
会

「
広
報
う
え
だ
」
係
ま
で

◆
応
募
の
締
め
切
り

５
月
号
掲
載
分
は
３
月
23
日（
木
）

ま
で

◆
お
問
合
せ
先

上
田
市
教
育
委
員
会
「
広
報
う
え

だ
」
係
　
℡
23
‐
５
１
０
０

上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ

ン
タ
ー
で
「
幻
の
上
田
ロ
ケ
映
画
上

映
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
上
映
作
品
・
日
程

◇
「
愚
弟
賢
兄
」
１
９
５
３
年
松
竹

制
作
93
分
モ
ノ
ク
ロ
　
監
督
／
野

村
芳
太
郎
　
出
演
／
高
橋
貞
二
・

三
橋
達
也
・
月
丘
夢
路
・
笠
智
衆

�
平
成
18
年
３
月
25
日（
土
）

午
後
１
時
か
ら
／
午
後
３
時
か
ら

◇
「
ス
タ
ー
誕
生
」
１
９
６
３
年
松

竹
制
作
90
分
カ
ラ
ー
　
監
督
／
酒

井
欣
也
　
音
楽
／
神
津
善
行
　
出

演
／
江
利
チ
エ
ミ
・
藤
山
寛
美
・

清
川
虹
子

�
平
成
18
年
３
月
26
日（
日
）

午
後
１
時
か
ら
／
午
後
３
時
か
ら

◆
会
場

上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

◆
入
場
料

１
回
５
０
０
円

◆
定
員

各
回
２
０
０
名

◆
お
問
合
せ
先

上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ

ン
タ
ー
　
℡
39
‐
１
０
０
０

★
写
友
ま
ゆ
年
度
賞

コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展

◆
日
時

平
成
18
年
３
月
８
日（
水
）
か
ら

平
成
18
年
３
月
17
日（
金
）
ま
で

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分

◆
会
場

２
Ｆ
美
術
館

◆
入
場
料

無
料

※
写
真
を
趣
味
と
し
、
愛
好
さ
れ
て

い
る
方
々
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

★
む
か
し
あ
そ
び
を
楽
し
も
う

◆
日
時

平
成
18
年
３
月
26
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

◆
会
場

１
Ｆ
文
化
ホ
ー
ル

◆
参
加
費

無
料

※
大
き
な
お
り
が
み
を
折
っ
て
遊
び
、

み
ん
な
で
協
力
し
て
大
な
わ
と
び

に
挑
戦
し
ま
す
。

★
新
社
会
人
の
た
め
の

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

ポ
イ
ン
ト
講
座

◆
日
時

平
成
18
年
３
月
18
日（
土
）と
３
月

25
日（
土
）の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
（
２
日
間
コ
ー
ス
）

◆
会
場

４
Ｆ
パ
ソ
コ
ン
教
室

◆
受
講
料

４，

０
０
０
円

（
学
割
５
０
０
円
引
）

テ
キ
ス
ト
代
２，

０
０
０
円

※
社
会
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
学
生
の
み

な
さ
ん
や
社
会
復
帰
す
る
マ
マ
の

み
な
さ
ん
、
会
社
で
役
立
つ
・
使

う
「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
」

を
短
期
集
中
的
に
学
習
し
ま
す
。

学
生
割
引
と
特
典
が
あ
り
ま
す
。

3月 3月 
新「
広
報
う
え
だ
」の

文
芸
欄
に
掲
載
す
る

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
を

募
集
し
ま
す

幻
の
上
田
ロ
ケ
映
画

上
映
会
の
お
知
ら
せ

上
田
創
造
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
講
座

◆
展
示

春の火災予防運動



た
だ
し
、
お
茶
や
日
常
用

い
ら
れ
て
い
る
程
度
の
菓
子

は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

陣
中
見
舞
い
に
選
挙
事
務

所
等
へ
お
酒
を
持
っ
て
い
く

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
戸
別
訪
問
の
禁
止

立
候
補
届
出
後
で
あ
る
か
、

立
候
補
の
決
意
前
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
、
連
続
し
て
戸
別

に
選
挙
人
の
居
宅
を
訪
問
し
、

投
票
を
依
頼
し
た
り
す
る
行

為
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
新
上
田
市
の
市
長

選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
に
つ

い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
上
田
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
23
‐
5
4

3
8
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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■
入
場
券

投
票
所
の
入
場
券
は
、
こ
れ

ま
で
区
長
を
通
し
て
配
布
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
郵
送

で
お
届
け
し
ま
す
。
葉
書
1
枚

に
世
帯
単
位
の
4
人
連
記
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
ず
つ

切
り
離
し
て
投
票
所
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
が
届
か
な
い

場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■
投
票
所

投
票
所
の
場
所
は
、
入
場
券

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
確

認
の
上
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
時
間

投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か

ら
午
後
8
時
ま
で
で
す
。

投
票
は
、
余
裕
を
も
っ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
の
方
法

◆
投
票
の
順
序

は
じ
め
に
、
上
田
市
長
選

挙
の
投
票
、
次
に
上
田
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

◆
投
票
の
方
法

▽
上
田
市
長
選
挙
…
記
号
式

投
票
に
な
り
ま
す
の
で
、

投
票
用
紙
の
候
補
者
名
の

上
欄
に
、
投
票
所
備
え
付

け
の
ス
タ
ン
プ
で
〇
印
を

押
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

(

投
票
用
紙
は
白
色
紙
に
黒
刷)

▽
上
田
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
…
自
書
式
で
す
の
で
、

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏

名
を
書
い
て
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

(

投
票
用
紙
は
桃
色
紙
に
赤
刷)

◆
自
分
で
書
け
な
い
方
は

手
の
不
自
由
な
方
や
、
字

を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
代
理
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
投

票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

投
票
日
に
仕
事
が
あ
っ
た
り
、

出
張
や
旅
行
な
ど
で
出
か
け
る

方
の
た
め
に
、
期
日
前
投
票
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

▽
投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
予
定
の
あ
る
方

▽
投
票
日
に
何
ら
か
の
用
務

の
た
め
投
票
区
の
区
域
外

に
旅
行
ま
た
は
滞
在
す
る

方
▽
病
気
、
負
傷
、
出
産
等
に

よ
り
歩
く
こ
と
が
困
難
な

方

◆
場
所

現
在
の
武
石
村
役
場
（
新
市

の
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
）

※
今
回
の
選
挙
に
限
り
武
石

村
を
区
域
と
す
る
選
挙
区

を
設
け
る
た
め
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
区
域
が

現
在
の
武
石
村
で
あ
る
方

は
他
の
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
期
間

4
月
3
日（
月
）か
ら
4
月
8

日（
土
）ま
で

※
告
示
日
の
4
月
2
日（
日
）

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
時
間

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8

時
ま
で

◆
持
ち
物

入
場
券

■
選
挙
公
報
を

ご
覧
く
だ
さ
い

候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政

見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

全
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま
す
が
、

自
治
会
・
区
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
理
由
で
郵
送
を
希

望
す
る
か
た
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

■
禁
止
さ
れ
る

選
挙
運
動

◆
飲
食
物
の
提
供
の
禁
止

選
挙
運
動
に
関
し
て
は
、

飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
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■
新
上
田
市
の
市
長
選

挙
、
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す

上
田
市
長
選
挙
及
び
上
田
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
4
月

2
日（
日
）告
示
、
4
月
9
日（
日
）

投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

新
市
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
、

初
回
の
選
挙
に
限
り
現
在
の
上

田
市
、
丸
子
町
、
真
田
町
を
一

つ
の
区
域
と
す
る
選
挙
区(

第
1

区)
定
数
32
名
と
現
在
の
武
石
村

を
区
域
と
す
る
選
挙
区
（
第
2

区
）
定
数
2
名
の
二
つ
の
選
挙

区
で
行
わ
れ
ま
す
。

新
市
の
市
長
、
市
議
会
議
員

を
選
ぶ
選
挙
で
す
。
み
ん
な
で

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
投
票
で
き
る
方

投
票
日
現
在
、
満
20
歳
以
上

（
昭
和
61
年
4
月
10
日
以
前
生
ま

れ
）
で
、
平
成
18
年
1
月
1
日

以
前
か
ら
引
き
続
き
新
上
田
市

の
区
域
に
住
ん
で
い
て
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

な
お
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満

た
し
入
場
券
が
郵
送
さ
れ
て
い

て
も
、
投
票
日
ま
で
に
新
上
田

市
外
へ
転
出
し
た
方
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

■
市
内
（
新
上
田
市
内
）
で

転
居
さ
れ
た
方

▽
3
月
24
日
ま
で
に
転
居
の
届

け
出
を
さ
れ
た
方
は
、
新
し

い
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
。

▽
3
月
25
日
以
降
に
届
け
出
を

さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

投票日 4月9日（日）

新 上 田 市 市 長 選 挙

新上田市議会議員一般選挙 
が行われます

新 上 田 市 市 長 選 挙

新上田市議会議員一般選挙 
が行われます

市議会議員一般選挙
定数34名
うち初回の選挙に限り
●現在の上田市、丸子町、真田町を
ひとつの区域とする選挙区
（第1区）定数32名
●武石村を区域とする選挙区
（第2区）定数2名
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